
micro:bitでプログラミング



Micro:bitって何

ボタン（触覚）

マイク（聴く）
タッチセンサー(触覚）

LED画面

（明るさをセンサー
にもなる)

アナログ/デジタル入出力



Micro:bitの裏には何がある？

リセットボタン

加速度センサー
方位センサー

コンピュータ(脳)
無線（Bluetooth）
温度センサー

スピーカー
(音)

アンテナ

電池つなぐところ3V



どんなことができる？

どんなセンサーが働いているか考えながら体験してみてね



Micro:bitのホームページ（https://microbit.org/ja/）

「プログラムしよ
う」をクリック
次の画面で
MakeCode

editorをえらぶ

https://microbit.org/ja/
https://microbit.org/ja/


↑「新しいプロジェクト」をクリックしてプロジェクトに名前を付けてね

プログラムしよう（Make Code editor）
https://makecode.microbit.org/#

https://makecode.microbit.org/


プログラム画面

↑

シミュレーション
画面 （画面上で
プログラムを動か
します）

プログラム画面
（左のメニューから命令ブロックをこ
こに置いていきます
パズルのように適切なブロック同士

はくっつけられます）
↑ メニュー
（様々な命令ブロックがまとめられて
います。）



ずっとドキドキ



micro:bitにプログラムをダウンロードしてみよう

１．micro:bitをパソコンにUSBケーブルで接続します。

２．プログラム画面左下のダウンロードボタンのすぐ右にある[…]ボタンにマウ

スを重ねたとき（押さないでね）「micro:bitに接続しています」と出れば、ダウ

ンロードボタンを押すことで、プログラムがmicro:bitに送られます

３．「micro:bitに接続しています」がでなければ、[…]を押して、まず接続を行っ

てください



基礎（順次、分岐、反復）

順次
（じゅんじ）

分岐
（ぶんき）

反復
（はんぷく）



音を鳴らす
反復を行うためにループを使ってみよう



暗くなったらLEDをつける

分岐を行うために論理を使ってみよう

明るさの
調整



変数を使ってみよう

変数から「変数を追加する」を選び、変数ｘをつくります。



変数ｘと乱数（ランダムな数）を使ってみよう



無線通信

ブロックの変数を引っ張ってくる

送信
機側

受信
機側



無線で変数値を送信、受信の例



考えてみよう



タイマーのプログラムを考えてみてください

Aボタンで分を1ずつ増やし、Bボタンでスタート、時間になったらメロディー



じゃんけんプログラムを考えてみてください

ふった勢いで変数ｘに1から3乱数を入れ、ｘが何かによってグー、チョキ、パー

を表示してみよう。メロディーブロックの下に[LED画面に表示]を入れて下さい



入出力端子の利用例

● マイクロビット下部にあるP0、P1、P2そ

れぞれに、青、黄、赤のLEDを接続し、

信号機を作ってみる



入出力端子のプログラム

デジタルで
値1を出力す
ると端子に
は電圧３Vが
でる。
値0の場合0V
となる。

青が5秒、黄
色が1秒、赤
が5秒の点灯
を繰り返す。




	スライド 1: micro:bitでプログラミング
	スライド 2: Micro:bitって何
	スライド 3: Micro:bitの裏には何がある？
	スライド 4: どんなことができる？
	スライド 5: Micro:bitのホームページ（https://microbit.org/ja/）
	スライド 6: プログラムしよう（Make Code editor）https://makecode.microbit.org/#
	スライド 7: プログラム画面
	スライド 8: ずっとドキドキ
	スライド 9: micro:bitにプログラムをダウンロードしてみよう
	スライド 11: 基礎（順次、分岐、反復）
	スライド 12: 音を鳴らす 反復を行うためにループを使ってみよう
	スライド 13: 暗くなったらLEDをつける
	スライド 14: 変数を使ってみよう
	スライド 15: 変数ｘと乱数（ランダムな数）を使ってみよう
	スライド 16: 無線通信
	スライド 17: 無線で変数値を送信、受信の例
	スライド 18: 考えてみよう
	スライド 19: タイマーのプログラムを考えてみてください
	スライド 20: じゃんけんプログラムを考えてみてください
	スライド 21: 入出力端子の利用例
	スライド 22: 入出力端子のプログラム
	スライド 23

